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変更履歴

2022/9/28 Ver1.5 動作環境にWindows Server 2019を追加

2022/3/11 Ver1.3 ブラウザ環境にEdge(Chromium)を追加
2022/6/28 Ver1.4 OS環境にWindows11を追加

2020/3/13 Ver1.1

①テスト送信票PDFの署名フォーマット形式の変更
②電子交付の対象となる保証書について、前提条件を追加
③利用終了申請書に「利用終了(予定)日」を追加
④クライアント証明書を無効化する時の申請フローを追加

2020/12/18 Ver1.2
①各種申請書に「備考欄」を追加
②テスト送信票PDFの署名フォーマット形式に「送信から60日経過で削
除」を追記

発行年月日 バージョン 変更内容
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［ ］内：利用規約の記載条項
１．概要

１．１　システムの概要　　 ［第1条1項、第3条1項・3項］
１．２　配信サーバについて　　 ［第1条1項］
１．３　セキュリティ　　 ［第1条2項～4項、第4条3項］
１．４　ダウンロードの方式　　 ［第1条9項・10項、第7条2項］
１．５　アップロード通知メール　　 ［第3条5項］
１．６　費用負担　　 ［第7条1項］

２．ファイル・ユーザＩＤ・ファイル参照権限について

２．１　ファイル形式　　 ［第2条1項］
２．２　ファイル名（ファイルＩＤ）　　 ［第1条5項・8項］
２．３　ファイル種類　　 ［第1条5項～7項、第2条2項］

　※電子交付の対象となる保証書について　　 ［第3条2項、第11条4項、第17条］
２．４　配信サーバ上の保証書ファイルの変更について  ［第9条～第16条］
２．５　ユーザＩＤ　　 ［第4条］
２．６　ファイルアクセス（参照）権限　　 ［第1条11項、第4条］

（参考資料）
・無効通知書ＰＤＦ
・テスト送信票ＰＤＦ
・アップロード通知メール文

３．利用開始までの流れ

Ｓｔｅｐ１ 覚書締結
Ｓｔｅｐ２ 利用申請（新規利用開始時のフロー）　　 ［第4条1項、2項］

VerＳｔｅｐ３．４　 クライアント証明書取得用ＩＤ・パスワードの送付 ［第4条3項、第7条3項］
クライアント証明書インポート　　

Ｓｔｅｐ５　 テスト送信確認　　 ［第6条］
Ｓｔｅｐ６ 利用開始　　 ［第8条］

　 Ａ．ブラウザによるＷｅｂ手動ダウンロード ［第1条10項］
　※ファイルのタイムスタンプ検証

Ｂ．一括ダウンロードツールによる自動転送 ［第1条9項・10項］

４．利用開始後の各種申請

４．１　追加登録・削除時の申請フロー　　 ［第5条］
４．２　所管部署情報に変更があった時の申請フロー　　 ［第8条2項、第19条］
４．３　本サービスの利用を終了する時の申請フロー　　 ［第18条］
４．４　通知メール種類を変更する時の申請フロー
４．５　クライアント証明書を無効化する時の申請フロー

・・・・・・・・Ｐ５
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１．概要

１．１　システムの概要

電子保証書交付サービス（以下「本サービス」）とは、当協会が業務委託している保証協会システム

センター株式会社が契約したセイコーソリューションズ株式会社の「かんたん電子契約サービス

（マイページ版）」を利用し、当協会が金融機関に対して書面による保証書交付に代えて認証付電子

保証書の交付を行うサービスをいいます。

※サービス提供時間 ： 原則として協会営業日の8：45～19：00

【システム概略図】

Ver1.5

１．２　配信サーバについて

本サービスで使用する配信サーバには、法的効力を確保するため電子署名とタイムスタンプ付与機能を

持つセイコーソリューションズ株式会社の「かんたん電子契約サービス（マイページ版）」を利用します。

１．３　セキュリティ

配信サーバへのアクセスに際しては、ＩＤ・パスワードに加え、当協会よりお渡しするクライアント証明書に

よる認証を実施し、不正アクセスを排除します。また、配信サーバとの通信はSSL/TLSにより暗号化します。

① 保証（条件変更）決定処理

② 保証書PDFを転送中継サーバに格納

③ ⼀定時間ごとにセイコーデータセンタ

（配信サーバ）へファイル転送

④ 電⼦署名、タイムスタンプを付与して『認証付電⼦保証書』を⽣成

⑤ ⾦融機関に保証書アップロード通知メール送付

⑥ ⾦融機関はセイコーデータセンタから任意の時間に『認証付電⼦

保証書』をダウンロードまたは、⼀括ダウンロードツールで転送

保証協会

転送中継サーバ

オンライン

⑤ 通知メール

⑥電⼦保証書 ダウンロード

④ タイムスタンプ付与

③ ファイル転送

① 保証（条件変更）

決定処理

証

クライアント証明

書

⾦融機関

セイコーデータセンタ タイムスタンプ局

⑥ʻ⼀括転送

電子保証書長期署名サービス

電子契約サービス

（電子署名・タイムスタンプ

付与）

② 保証書PDF格納
Ｓ
Ｓ
Ｌ
通
信
に
よ
る
暗
号
化

配信サーバ

インターネット

保証決定処理〜配信サーバ格納までの所要時間は、10分前後の予定
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１．４　ダウンロードの方式

以下の２つの方式によりダウンロードが可能です。

　①Ｗｅｂ手動ダウンロード方式

・金融機関の本部・営業店ごとに、ブラウザを使用して配信サーバにアクセスし、

　手動で保証書ファイルをダウンロードする方式

・動作確認環境 ※終了時期は、Microsoftサポート期間に準ずる

　ＯＳ ： Windows8.1 ／ 10 ／ 11(全て64bit)　　　Ｗｅｂブラウザ ：Edge(Chromium)

　②一括自動転送方式（希望する場合）

・当協会が提供する「一括ダウンロードツール」を金融機関のシステムに組込み、

　本部・センターなどで全営業店の保証書ファイルをまとめてダウンロードする方式

・動作確認環境 ※終了時期は、Microsoftサポート期間に準ずる

　ＯＳ ： Windows8.1 ／ 10 ／ 11(全て64bit)

           Windows Server 2012 / 2012R2 / 2016 / 2019

  Java環境 ： Amazon Corretto 11

１．５　アップロード通知メール

保証書ファイルを配信サーバにアップロードした時に、保証書ファイルにアクセス（参照）権限を有する

ユーザのメールアドレス宛に、通知メールを送信します。

通知メールは以下の２種類の方式から選択可能です。

①保管方式 ： 通知メールに当該保証書ファイルに直接リンク可能なURLの記載なし

　　　　　　　　　配信サーバにログイン後、対象保証書を選択（検索）により参照

②配布方式 ： 通知メールに当該保証書ファイルに直接リンク可能なURLの記載あり（ログイン不要）

　　　　　　　　　配信サーバへログイン&選択（検索）による参照も可

※送信元メールアドレスは「common-system@cgcsc.co.jp」となります

　（このアドレスは配信専用です。このメールに返信されても受信できません）

１．６　費用負担

　

本サービスを利用するための機器、インストール作業、通信回線等に関する費用は

金融機関の負担となります。
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２．ファイル・ユーザＩＤ・ファイル参照権限について

２．１　ファイル形式

ＰＤＦバージョン ： Ver1.3

フォントの埋め込み ： 行います　「ＭＳ明朝」

（保証書ＰＤＦのファイルサイズ＝１ファイル概ね200KB）

２．２　ファイル名（ファイルＩＤ）

　　

ファイル名は以下のとおりとなります（アンダーバーで接続）

２．３　ファイル種類

ファイル種類

保証書PDF

Ver1 5
(※)　貸付（変更）実行を中止した場合や、保証書の内容訂正に伴い紙の保証書に切替えした場合など

※電子交付の対象となる保証書について

　　前提条件：保証（条件変更決定）日が覚書の有効期間開始日以降であること

　　　　　　　　（利用終了時は、利用終了日の翌営業日以降は、保証書の再交付を含め電子交付は不可）

　・営業店 ： 利用申請で電子保証書交付対象とした営業店に対して交付される保証書

　・保証制度 ： 原則として、社債保証を除く全ての保証書

　・例外扱い ： 保証案件個別の事情により、当協会と金融機関の間で事前に合意した保証書や、システム

　　　　　　　    障害などにより、本サービスを中断せざるを得ない場合は、書面により交付します

２．４　配信サーバ上の保証書ファイルの変動について

保証書交付後に取消や訂正などの手続きが行われた場合、金融機関と事前に合意のうえで、配信サーバに

格納された保証書ファイルを上書き更新します。

なお、更新の都度、新しいタイムスタンプが付与され、最新のタイムスタンプが付与されたファイルが有効と

なります。

無効通知書PDF 保証書を無効とする場合(※)に送信

ES-A（長期署名付）

2 テスト送信票PDF 利用開始前のテスト送信確認時に送信
ES-A（長期署名付）

（送信から60日経過で削除）

備考セット内容

2

4

3

9

当協会の協会コード

統一金融機関番号

統一店番号

当協会の顧客番号

桁数項目名No

1 協会コード

2

3

4

5 当協会の保証番号

金融機関コード

顧客番号

保証番号 10

営業店コード

6 3

ES-T
（送信から60日経過で削除）

信用（変更）保証書を交付する場合に送信

当協会の条件変更番号条変番号

目的No

1

署名フォーマット形式

3

フル桁（9桁）に満たない場合、詰める

フル桁（10桁）に満たない場合、詰める

協会コード 金融機関コード 営業店コード 顧客番号 保証番号 条変番号 拡張子

XX XXXX XXX XXXXXXXXX XXXXXXXXXX XXX .pdf

（2桁） （4桁） ↑ （3桁） （9桁） （10桁） （3桁）

金融機関コードと営業店コードの間はアンダーバーなし ↑ ↑ 信用保証書の場合は"000"

「顧客番号」「保証番号」はフル桁に満たない場合、詰める
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※保証書PDFをアップロードする際、『電子保証書発行回数』をアップロード通知メール・保証書に表示します

　（紙の保証書の場合、発行回数の表示なし）

＜各種イベントと配信サーバ上の保証書ファイルの動きについて＞

配信サーバ上の保証書ファイルの動き

「無効通知書PDF」で上書き

新しい「保証書PDF」で上書き

「無効通知書PDF」で上書き

新しい金融機関にアクセス権限を更新

完済より概ね２年経過後に削除

代位弁済支払日にアクセス権限を削除

※無効通知書PDF、テスト送信票PDFは送信後60日経過後に自動削除されます

２．５　ユーザＩＤ

ユーザＩＤは以下のとおりとなります。

セット内容

当協会の協会コード

統一金融機関番号

統一店番号

原則は"01"

※本部ユーザ ： 全営業店の保証書ファイルの参照が可（本部部署やセンターなどを想定）

※営業店ユーザ ： 当該営業店分の保証書ファイルのみ参照が可

２．６　ファイルアクセス（参照）権限

ファイルＩＤに紐づくリスト項目(※)の「協会コード」＋「金融機関コード」＋「営業店コード」にて参照権限を

制御します。

(※)　ファイルＩＤと１：１で付与

　　　 ファイル検索時のキーワード情報として利用可

  債権移管・債権譲渡時はリスト項目の金融機関コード・営業店コードを更新（ファイルＩＤは不変）

＜参照権限のイメージ＞

1 協会コード 2

No 項目名 桁数

1

No イベント

保証書交付後に貸付（変更）実行を中止

5 完済

2 （電子で再交付）

3 （紙で再交付）

4 債権移管・債権譲渡（金融機関合併など含む）

保証書交付後に保証書の内容を
訂正

同一本部・営業店に２ID以上付与の場合は"02"･･･

備考

6 代位弁済

4 通番 2

2 金融機関コード 4

3 営業店コード 3 本部ユーザの場合はオールゼロ

協会コード 金融機関コード 営業店コード 通番

XX XXXX XXX XX

（2桁） （4桁） （3桁） （2桁）

本部ユーザの場合は"000"
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（参考資料）
・無効通知書ＰＤＦ

・テスト送信票ＰＤＦ

Ver1.5

⾦融機関名称

信⽤ or 変更

⾦融機関名称

⾦融機関名称
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・アップロード通知メール文

※赤字箇所は可変となります
※青字箇所（ファイルにリンク可能なURL情報）は配布方式の場合に記載されます

保
証
書

（
変
更

）

件名 【○○信⽤保証協会】アップロードのお知らせ（２_ファイルＩＤ_発⾏回数）

本文

ユーザ名称 御中
いつも⼤変お世話になっております。
以下の情報を配信サーバにアップロードしました。
取扱店舗：⾦融機関名 営業店名 （⾦融機関コード－営業店コード）
２_ファイルＩＤ_発⾏回数
条件変更決定⽇：XXXX年XX⽉XX⽇
www.aaaaaaaaaaaaaaa@aaaaaaaaa
○○信⽤保証協会

保
証
書

（
信
用

）

件名 【○○信⽤保証協会】アップロードのお知らせ（1_ファイルＩＤ_発⾏回数）

本文

ユーザ名称 御中
いつも⼤変お世話になっております。
以下の情報を配信サーバにアップロードしました。
取扱店舗：⾦融機関名 営業店名 （⾦融機関コード－営業店コード）
1_ファイルＩＤ_発⾏回数
保証⽇：XXXX年XX⽉XX⽇
www.aaaaaaaaaaaaaaa@aaaaaaaaa
○○信⽤保証協会

テ
ス
ト
送
信
票

件名 【○○信⽤保証協会】アップロードのお知らせ（4_ファイルＩＤ)

本文

ユーザ名称 御中
いつも⼤変お世話になっております。
以下の情報を配信サーバにアップロードしました。
取扱店舗：⾦融機関名 営業店名 （⾦融機関コード－営業店コード）
4_ファイルＩＤ
www.aaaaaaaaaaaaaaa@aaaaaaaaa
※このメールは⼗分注意のうえ発信しておりますが、万が⼀、誤発信された場合は深くお詫び申
し上げます。 本メールにお⼼当たりの無い場合は、本メールを削除いただきますよう重ねてお
願い申し上げます。
○○信⽤保証協会

無
効
通
知
書

件名 【○○信⽤保証協会】アップロードのお知らせ（3_ファイルＩＤ）

本文

ユーザ名称 御中
いつも⼤変お世話になっております。
以下の情報を配信サーバにアップロードしました。
取扱店舗：⾦融機関名 営業店名 （⾦融機関コード－営業店コード）
3_ファイルＩＤ
www.aaaaaaaaaaaaaaa@aaaaaaaaa
○○信⽤保証協会
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３．利用開始までの流れ

Ver1.5

step1

step2

step5

step3

② 電⼦で保証書を受け取りたい営業店情報 などを所定書式（Excel）に

記載し、 協会宛に送付します（電⼦メール）

④ ⾦融機関は、③で受領したID・パスワードを使⽤して専⽤サイトよりク

ライアント証明書を取得し、保証書ファイルを参照するＰＣ全台にインポー

トします

⑤ 疎通確認のためにテスト送信確認を実施します

⾦融機関はユーザIDでログインし、『テスト送信票PDF』を参照・ダウン

ロードできることを確認、また、通知メールを受信していることを確認し

ます

① 当協会と信⽤保証書等の電⼦交付に関する覚書を締結します

※各ステップの詳細⼿順は次⾴以降をご参照ください

step4

③ 協会より、⾦融機関担当部署宛にクライアント証明書取得⽤のID・パ

スワードを送付します

（セキュリティ⾯を考慮し、郵送または⼿渡しとします）

覚書締結

利用申請

クライアント証明書取得用ＩＤ・パスワード送付

クライアント証明書インポート

テスト送信確認

利用開始

（step6）
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Ｓｔｅｐ1　覚書締結

当協会と「信用保証書等の電子交付に関する覚書」を締結します。

【覚書締結までのフロー】

①当協会担当部署に、本サービスの利用希望を

　連絡します。

②当協会より以下の資料を送付します。

・信用保証書等の電子交付に関する覚書

・認証付電子保証書の交付に関する利用規約

・各種マニュアル

③覚書・利用規約の内容を確認のうえ、覚書を

　締結します。

⇒覚書の締結後、当協会より利用申請に必要な

　資料一式を送付します。（Ｓｔｅｐ２へ）

Ver1.5

①サービス利用の申込み

②当協会より覚書・利用規約を送付

③覚書の締結

認証付電子保証書の交付　利用の手引き（Ver1.5）
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Ｓｔｅｐ２　利用開始申請

『利用開始申請書』および『電子対象申請シート』に必要事項を記入し、協会宛に送付します。

■利用開始申請書

　 本サービスの窓口となる部署に関する情報、アップロード通知メール種類、一括ダウンロードツールの

導入希望について記入します。

＜利用開始申請書イメージ＞

Ver1.5

＜記入・選択項目一覧＞

No 記入・選択項目 記入・選択方法

① 申請日 当協会へ申請される年月日を記入します

② 金融機関名 金融機関名、金融機関コード（金融機関番号）を記入します

③ 部署名 本サービスの運用・管理をご担当される部署名を記入します

④ ご担当者名 担当者様のお名前（フルネーム）を記入します

電子保証書交付サービス ① 申請日 2019/4/17

② 金融機関名 ○×銀行 2345

１．所管部署について　（本サービスの窓口となる部署）

③ 部署名

④ ご担当者名

⑤ ご住所

⑥ お電話番号

⑦ メールアドレス

２．希望するアップロード通知メール種類について

⑧ 通知メール種類

３．一括ダウンロードツールの導入希望について

⑨ 導入希望有無

４．備考

⑩

XXXX@marubatubank.co.jp

保管方式

※通知メール種類について
・保管方式：通知メールに対象保証書ファイルに直接リンク可能なＵＲＬの記載なし
・配布方式：通知メールに対象保証書ファイルに直接リンク可能なＵＲＬの記載あり（ログイン不要）

希望する

利用開始申請書

システム管理部

電子　太郎

〒XXX-XXX　東京都○○区○○１－２３－４

XX-XXXX-XXXX

金融機関コード
（金融機関番号）

参考

認証付電子保証書の交付　利用の手引き（Ver1.5）
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※No③、⑤～⑦の項目に変更があった場合は、後述の「所管部署情報等変更申請書」の提出が

　必要となります（No④「ご担当者名」のみ変更の場合は提出不要）

■電子対象申請シート

　 電子保証書を交付する営業店（*1）、ユーザＩＤを発行する本部・営業店（*2）の情報を記入します。

（*1）電子で保証書を受取りたい営業店（本シートに記載のない営業店への電子保証書交付は不可）

（*2）配信サーバにログインが可能な本部（本部部署やセンターなど）・営業店

　　・本部ユーザは全営業店保証書ファイルの参照が可（営業店ユーザは当該営業店分のみ参照が可）

・本部ユーザの登録は必須

電子保証書を交付する営業店、ユーザＩＤを発行する本部・営業店のイメージ

ユーザＩＤ発行申請時の留意点

・ ＩＤは本部・営業店に対し、原則、１ＩＤずつの発行となります。

・一括ダウンロードツールを導入する場合は、ツール用の本部ユーザＩＤの申請が必要となります。

・ エリア店舗制、母店・サテライト制などの方式を導入されている場合は、原則、営業店ＩＤを引渡して

　ご利用いただきます。

・ 営業店ユーザＩＤの発行を希望する場合や本部・営業店に対し追加ＩＤ（２ＩＤ以上）の発行を希望する

　場合は、当協会担当者にご相談ください。

⑤ ご住所
住所を記入します
※クライアント証明書取得用ID・パスワードの送付先になります

⑥ お電話番号 電話番号を記入します

⑦ メールアドレス メールアドレスを記入します

⑧ 通知メール種類

以下の何れかを選択します
ⅰ保管方式 ： 通知メールに保証書ファイルに直接リンク可能なURLの
記載なし（ログイン後に対象保証書を選択（検索）により参照）
ⅱ配布方式 ： 通知メールに保証書ファイルに直接リンク可能なURLの
記載あり（ログイン&選択（検索）による参照も可）

⑩ 備考 協会との調整事項がある場合に記入します

⑨
（一括ダウンロードツー
ル）導入希望有無

以下の何れかを選択します
ⅰ希望する　ⅱ希望しない

2345_001

○×銀行営業部

2345_002

○×銀行品川支店

2345_123

○×銀行横浜支店

営業部ユーザ

品川⽀店ユーザ

本部ユーザ

電子保証書を交付する営業店 ユーザＩＤを発行する本部・営業店

参
照
権
限

認証付電子保証書の交付　利用の手引き（Ver1.5）
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＜電子対象申請シートイメージ＞

（参考）

・ ：記入・選択が必須の項目（本部・電子保証書交付対象営業店を全て記入）

・ ：自動表示される項目

・ ：本部・ＩＤ発行営業店を登録 or 本部・ＩＤ発行済営業店のＩＤを削除 する場合、記入が必須の項目

・ ：本部・ＩＤ発行営業店を登録 する場合、記入・選択が必須の項目

＜記入・選択項目一覧＞

⑥ 営業店コード 店番号（半角数字3桁）を記入します

⑦ 通番
通番（半角数字2桁）を記入します（本部、営業店に対し１ＩＤ付与の場合
は"01"を、２ＩＤ以上付与の場合は"02″"03"…と記入）

④
ＩＤ区分
【選択】

ＩＤ発行に関する区分を以下より選択します。
ⅰ登録 ： ＩＤを発行する場合
ⅱ削除 ： ＩＤを削除する場合
ⅲ－（ﾊｲﾌﾝ） ： ⅰ・ⅱ以外の場合（ＩＤ発行有無に変動がない場合）

⑤
ユーザＩＤ
【自動表示】

協会コード+金融機関コード+営業店コード+通番が自動表示されます
【入力不可】
※配信サーバにログインする際に必要となります

② 金融機関コード 金融機関番号（半角数字4桁）を記入します

③
電子対象区分
【選択】

電子保証書交付対象に関する区分を以下より選択します
ⅰ登録 ： 交付対象に登録する場合
ⅱ削除 ： 交付対象から削除する場合
ⅲ－（ﾊｲﾌﾝ） ： ⅰ・ⅱ以外の場合（交付対象に変動がない場合）
※本部ユーザもシステム登録上「ⅰ登録」を設定

No 記入・選択項目 記入・選択方法

① 申請先協会 事前に選択されています　【入力不可】

電子対象申請シート

① 申請先協会 東京 ② 金融機関コード

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

№
電子対象

区分
ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス

アップロード通知
メール要否(初期)

1 登録 登録 14234500001 000 01 abc12345
○×銀行

本部
000@marubatubank.co.jp 必要

2 登録 登録 14234500101 001 ０1 abc23456
○×銀行
営業部

001@marubatubank.co.jp 必要

3 登録 登録 14234500201 002 01 abc34567
○×銀行
品川支店

002@marubatubank.co.jp 必要

4 登録 登録 14234500202 002 02 abc45678
○×銀行

品川支店(統括)
999@marubatubank.co.jp 必要

5 登録 － 123

2345

ＣＳＶ
入力内容

チェック

協会用

参考
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※⑧／⑨／⑩／⑪は、利用開始後にユーザ側で設定変更可能

　但し、⑪について、本部ユーザは利用開始後も"ⅰ 必要"から変更しないでください

※初期パスワードは不変

⑩ 初期メールアドレス
半角英数字50桁以内で記入します
※本メールアドレスがアップロード通知メールの宛先となります
※複数ユーザで同一のメールアドレスを重複利用することが可能です

⑪
アップロード通知メール
要否(初期)【選択】

一律、ⅰ必要を選択します

⑧ 初期パスワード
半角英数字8～16桁（英数字混合）で記入します
※パスワード失念時にパスワード初期化をした場合に必要となります

⑨ 初期ユーザ名称
金融機関名等を全角日本語31桁以内で記入します
※アップロード通知メールの宛名、配信サーバログイン時のログイン
ユーザ名となります

認証付電子保証書の交付　利用の手引き（Ver1.5）
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【新規利用開始時の申請フロー】

①利用開始申請書および電子対象申請シートに
必要事項を記入します。

※詳細は下図「電子対象申請シート」記入例を参照

②電子対象申請シートの「入力内容チェック」ボタンを
クリックします。

※チェックに時間を要する（１分程度）場合があります

③入力内容に不備（桁数・属性など）がないかを自動的に
チェックします。仮に不備があった場合、エラーメッセージ
が表示されます。再度、①に戻り、間違った箇所を修正
し、②以降に進みます。

※OKの場合「入力内容チェックが正常終了しました」
が表示されます

④協会に利用開始申請書および電子対象申請シートを
送付します。
なお、電子対象申請シートは、利用開始後に使用する
情報（ユーザＩＤ・初期パスワード）が含まれているため、
金融機関での保管が必要となります。

★『電子対象申請シート』（新規利用開始時）記入例★

手順１ ：「②金融機関コード」を記入

手順２ ： 本部および電子保証書を交付する営業店について、
　　　「⑥営業店コード（本部ユーザはオールゼロ）」を記入し、「③電子区分」を”登録”に設定

手順３ ： 手順２で記入した本部と、記入した営業店のうちＩＤ発行を希望する営業店について、
　　　「⑦通番」「⑧パスワード」「⑨ユーザ名称」「⑩メールアドレス」「⑪通知メール要否」を
　　　記入・選択し、「④ＩＤ区分」を”登録”に設定

手順４ ： 手順２で記入した営業店のうちＩＤ発行を希望しない営業店について、
　　　「④ＩＤ区分」を”－（ﾊｲﾌﾝ）”に設定　（⑦、⑧、⑨、⑩、⑪の記入・選択は不要）

電子対象申請シート

① 申請先協会 東京 ② 金融機関コード

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

№
電子対象

区分
ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス

アップロード通知
メール要否(初期)

1 登録 登録 14234500001 000 01 abc12345
○×銀行

本部
000@marubatubank.co.jp 必要

2 登録 登録 14234500101 001 ０1 abc23456
○×銀行
営業部

001@marubatubank.co.jp 必要

3 登録 登録 14234500201 002 01 abc34567
○×銀行
品川支店

002@marubatubank.co.jp 必要

4 登録 登録 14234500202 002 02 abc45678
○×銀行

品川支店(統括)
999@marubatubank.co.jp 必要

5 登録 － 123

2345

ＣＳＶ
入力内容

チェック

協会用

①利用開始申請書および電子

対象申請シートに必要事項を入力

②電子対象申請シートの「入力

内容チェック」ボタンをクリック

③入力内容に

不備がないか

④協会に電子対象申請シート

および利用開始申請書を送付

Ｙ

Ｎ

⼿順１

⼿順３
⼿順４

⼿順２
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Ｓｔｅｐ３．４　クライアント証明書取得用ＩＤ・パスワードの送付、クライアント証明書インポート

クライアント証明書取得用サイトよりクライアント証明書を取得し、本サービスで保証書ファイルを参照する

ＰＣ全台にインポートします。

※クラインアント証明書について

・本サービスはクライアント証明書がインポート済みのＰＣのみ接続可能

・本サービスにアクセスする際の Windowsユーザごとにクライアント証明書のインポートが必要です

・「協会」＋「金融機関」ごとに１つの証明書を発行

・更新期限は５年

　（有効期限終了時は再度クライアント証明書のインポートが必要です。なお、有効期限終了時の

　　クライアント証明書の配布方法は改めてご案内します）

【クライアント証明書インポートまでのフロー】

①当協会より、金融機関担当部署宛にクライアント

　証明書取得用のID・パスワードを送付します。

②①でお送りしたＩＤ・パスワードを使用して、

　専用サイトに接続し、クラインアント証明書を

　ダウンロードします。

Ver1.5 ③本サービスで保証書ファイルを参照するＰＣ全台に

　クライアント証明書をインポートします。

※クライアント証明書のダウンロード・インポートの

　詳細手順は次頁以降をご参照ください。

①クライアント証明書取得用

ＩＤ・パスワード送付

②クライアント証明書取得専用サイト

よりクライアント証明書取得

③クラインアント証明書インポート

認証付電子保証書の交付　利用の手引き（Ver1.5）
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【クライアント証明書インポート手順】

　※本サービスで保証書ファイルを参照するＰＣ全台について、Windowsユーザごとに作業を

　　実施する必要があります

クライアント証明書取得専用サイト（※）にアクセスし、ログイン画面で

クライアント証明書取得用のユーザＩＤ・パスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

（※）専用サイトURL

　https://aw93721c.seiko-cybertime.jp/client/login/

　本ログイン画面は配信サーバログイン画面とは異なります

ダウンロード画面に遷移します。

有効期限内であることを確認して、ダウンロードボタンをクリックします。

※本画面に表示されているPKCS＃12パスワードは、証明書インポート時に

必要となるため、控えておく必要があります。

ダウンロードした「clientcertcert.p12ファイル」をダブルクリックします。

（１）

（２）

（３）

控えを残す
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証明書インポートウィザードが開きます。

「現在のユーザー」のチェックをオンにし、「次へ」をクリックします。

インポートする証明書ファイル確認画面が開きます。

今回インポートするファイル名であることを確認し、「次へ」をクリックします。

（４）

（５）
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パスワード入力画面に遷移します。

（２） で控えておいたパスワードを入力し、「次へ」をクリックします。

証明書ストア確認画面に遷移します。

「証明書の種類に基づいて、自動的に証明書ストアを選択する」のチェックをオンにし、

「次へ」をクリックします。

（６）

（７）
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証明書のインポートウィザードの完了画面に遷移しますので、「完了」をクリックします。

正しくインポートされたことを通知するダイアログが表示されますので、「ＯＫ」をクリックします。

以上でクライアント証明書のインポートが完了です。

（８）

（９）
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Ｓｔｅｐ５　テスト送信確認

疎通確認（配信サーバに格納されたファイルの参照・ダウンロード、アップロード通知メール受信）のために、
テスト送信確認を実施します。
Ｓｔｅｐ４までの準備が整いましたら当協会にご連絡ください。

【テスト送信確認のフロー】

①当協会より、電子保証書交付対象の営業店ごとに
「テスト送信票ＰＤＦ」を配信サーバに格納します。
また、対象ファイルに参照権限を有するユーザの
メールアドレス宛に通知メールを送信します。

※新しいメールアドレスについては、事前にセイコー
からの通知メールを受信できる状態にしておく
必要があります。

②本部ユーザ・営業店ユーザで配信サーバに
ログインし、「テスト送信票ＰＤＦ」が参照できる
こと、通知メールが届いていることを確認します。

※操作方法詳細は「Ｓｔｅｐ６－Ａ利用開始」を参照

※初回ログイン時はパスワード変更が必要

③②のテスト送信確認で仮に問題があった場合、
協会担当者に連絡し、問題を解消のうえ、
再度、①に戻り、②以降に進みます。

Ver1.5

④テスト送信確認に問題が無ければ、協会担当者に
連絡し、確認が完了した旨を伝えます。

※③・④の手続きは、金融機関所管部署での
取り纏めをお願いいたします

①テスト送信票ＰＤＦの

アップロード

②テスト送信票ＰＤＦの参照・ダウン

ロード確認、アップロード通知メール

の受信確認

④協会にテスト送信確認完了の連絡

③テスト送信確認

に問題がないか

Ｙ

Ｎ
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Ｓｔｅｐ６　利用開始

Ａ．ブラウザによるＷｅｂ手動ダウンロード

（１）概要

ブラウザを使用して配信サーバにログインし、保証書ファイルをダウンロードします。

（２）動作環境　※終了時期は、Microsoftサポート期間に準ずる

ＯＳ ： Windows8.1 ／ 10 ／ 11(全て64bit)　　　Ｗｅｂブラウザ ：Edge(Chromium)

（３）基本的な閲覧・ダウンロードの手順

① 配信サーバへのログイン

配信サーバ（※）にアクセスします。

クライアント証明書の確認画面が表示されますので、「ＯＫ」をクリックすると、

ログイン画面に遷移します。

ログイン画面で、ユーザID・パスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

（※）配信サーバURL

　https://aw93721c.seiko-cybertime.jp/

Ver1.5

② 初期パスワードでログインした場合は、パスワード作成画面に遷移しますので、

　パスワードを入力し「決定」をクリックします。

　※パスワードは半角英数字8～16桁（英数字混合）で入力

　※パスワード有効期限は120日
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③ ログインに成功するとメニュー画面が表示されます。

　 メニュー画面から「保証書検索」をクリックします。

④ 保証書検索画面で、必要に応じて検索項目を入力し「検索」をクリックします。

※入力した検索項目を消去したい場合は、「クリア」をクリックします。

＜検索項目＞

10
ファイル名
（ファイルID）

前方一致

協会コード_金融機関コード_営業店コード_顧客番号_保証番
号_条変番号
※金融機関コード+営業店コード は保証書発行時点（債権移
管・譲渡が生じても不変）

8 金融機関コード 完全一致 統一金融機関番号（4桁）　※債権移管・譲渡時に更新

9 営業店コード 完全一致 統一店番号（3桁）　※債権移管・譲渡時に更新

6 顧客名 部分一致 筆頭債務者名漢字（保証書発行時点）

7 ファイル種類 プルダウン "1"保証　"2"条件変更　"3"無効　"4"テスト送信

4 保証番号 完全一致 保証番号

5 条変番号 完全一致 条件変更番号

2 保証（変更）日 範囲指定 保証日もしくは条件変更決定日

3 顧客番号 完全一致 筆頭債務者顧客番号（保証書発行時点）

No 検索方法 説明項目

1 アップロード日 範囲指定 保証書ファイルのアップロード日

前回ログイン⽇時：2020-XX-X XX:XX

ログインユーザ：○○銀⾏ ○○⽀店○○信⽤保証協会

○○信⽤保証協会

認証付電子保証書の交付　利用の手引き（Ver1.5）
24/38



⑤ 閲覧・ダウンロード

・閲覧

「ファイル名（ファイルＩＤ）のリンク」をクリックすると保証書ファイルが表示されます。

・ダウンロード

ダウンロードしたい保証書ファイルの「チェック」をオンにし、「ファイルダウンロード」を

クリックします。

なお、複数ファイルを一括ダウンロードする場合は、個別に保証書ファイルの「チェック」をオンに

するか、「一括チェック」をオンにしたうえで、「ファイルダウンロード」をクリックします。

　※１ページで表示可能な件数上限は100件　

　　　（100件を超える場合は、「ページ選択」で改ページ）

　※検索可能な件数上限は2,000件

　　　（2,000件を超える場合は、2,000件までを表示し、以下のメッセージを表示

　　　「検索結果が2,000件を超えています。検索を絞り込んでください」）

　※表示順序は、アップロード日（降順）＞保証日（降順）＞ファイル名（昇順）

（タイトル項目横の"↑""↓"をクリックすることで、同項目の昇順・降順に表示順序の変更が可）

⑥ ログアウト

画面上部の「ログアウト」をクリックし、ログイン画面に遷移します。

ブラウザの「閉じる（×）」をクリックします。

前回ログイン⽇時：2020-XX-X XX:XX

ログインユーザ：○○銀⾏ ○○⽀店
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（４）パスワードを忘れたときについて

① ログイン画面で「パスワード初期化」をクリックします。

②パスワードの初期化を行うユーザＩＤを入力し、「パスワード初期化」をクリックします。

③ ログイン画面で、ユーザＩＤと初期パスワード（※）を入力のうえ、「ログイン」をクリックします。

　（※）利用申請時に設定した初期パスワード

④ パスワード作成画面に遷移しますので、パスワードを入力し「決定」をクリックします。

　※パスワードは半角英数字8～16桁（英数字混合）で入力

　※パスワード有効期限は120日
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（５）ユーザ情報のメンテナンス（変更）について

パスワード、ユーザ名、メールアドレス、アップロード通知メール設定は、画面上で変更可能です。

※本部ユーザについては、アップロード通知メール設定は変更しないでください（必要を選択）

※詳細は「画面操作マニュアル」を参照

前回ログイン⽇時：2020-XX-X XX:XX

ログインユーザ：○○銀⾏ ○○⽀店○○信⽤保証協会
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【ファイルのタイムスタンプ検証（電子保証書発行回数確認）】

金融機関内部手続き上、タイムスタンプ情報が必要な場合は、署名のプロパティで確認が可能です。

※署名の詳細確認

金融機関名

協会名

・『電子』の場合、汎用ソフト（Adobe Acrobat Reader）の「署

名パネル」→「署名のプロパティ」で確認

・『紙』の場合、保証書と同画面キャプチャを印刷して確認

【002】

電⼦保証書発⾏回数

・インターネット環境において、汎用ソフト（Adobe Acrobat Reader）で改ざんの検知、署名の詳細確認

が可能（ダウンロードしたファイルも確認可能）です。
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Ｓｔｅｐ６　利用開始

Ｂ．一括ダウンロードツールによる自動転送

（１）概要

一括ダウンロードツール（以下「本ツール」）は配信サーバから保証書ファイル

（リスト項目csvファイル含む）をダウンロードするツールです。

Windowsタスクスケジューラで自動起動（手動起動も可）し、保証書ファイルをダウンロード、

所定のフォルダに格納します。

※ツールを導入する場合は、ツール用の本部ユーザＩＤの申請が必要となります

※協会+金融機関ごとに１つのツール利用となります（営業店ユーザでの利用は不可）

（２）動作環境　※終了時期は、Microsoftサポート期間に準ずる

ＯＳ ： Windows8.1 ／ 10 ／ 11(全て64bit)

　 　  Windows Server 2012 / 2012R2 / 2016 / 2019

Java環境 ： Amazon Corretto 11

（３）実行方法

実行方法は以下の方法が選択可能です。

　① Windowsタスクスケジューラによる自動実行

　② コマンドプロンプト・エクスプローラーからの手動実行

（４）ダウンロード対象

前回、本ツールでのダウンロード実行後に、新たにアップロードされた保証書ファイル

　※本ツールに設定したユーザが参照権限を持つ保証書ファイルに限ります

　※ブラウザによるWeb手動ダウンロードを実施していてもダウンロード対象となります

Ver1.5 （留意点）

・債権移管・譲渡により参照権限が変更になった保証書ファイルは、従前の金融機関が本ツールを

　使用していた場合、ダウンロードの対象になりません。

　同ファイルのダウンロードを行う場合は、別途、ブラウザにて手動ダウンロード（※）してください。

　（※）債権移管・譲渡が生じても不変である「ファイル名」にて絞込み検索が可能

　　　　（詳細手順は「画面操作マニュアル」を参照）

（５）ダウンロードした保証書ファイルの格納

本ツール設定時に作成したフォルダ（ルートフォルダ（※））配下に格納されます。

（※）フォルダ名称は任意に設定可

＜イメージ＞

ルートフォルダ

AAA.csv　　…リスト項目ファイル

BBB.csv

BBB.pdf

…

AAA.pdf　　…保証書ファイル
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（６）配信サーバアクセス時のセキュリティ

配信サーバへのアクセス時にはユーザＩＤ・パスワードに加え、クライアント証明書による利用者確認を

行います。

金融機関によっては、プロキシサーバなどでURL名の設定が必要となる可能性があります。

（７）一括ダウンロードツールの提供から運用開始までの流れ

① 当協会より、一括ダウンロードツールを提供します。

② 『Amazon Corretto 11』を以下のサイトからダウンロード 

　し、保証書ファイルをダウンロードするＰＣ・サーバに

　インストールします。

※ダウンロードサイトＵＲＬ

　　　https://aws.amazon.com/jp/corretto/

※JAVAのインストールに際しては、環境設定が

　必要となります

③ 保証書ファイルをダウンロードするＰＣ・サーバに

　フォルダ（フォルダ名称(*1)は任意）を作成し、

　同フォルダ配下に一括ダウンロードツールの

　２つのファイル(*2)を格納します。

(*1) 例．『東京信用保証協会_保証書フォルダ』

　　（複数協会の利用がある場合は協会ごとの

　　　フォルダ作成が必要となります）

(*2) 『syncdl.jar』（実行ファイル）

『syncdl.ini』（設定ファイル）

④ ③で作成したフォルダ配下に、outフォルダ、

 　logフォルダ、ｓｙｎｃｄｌフォルダを作成します。

　 （フォルダ名称は任意）

　それぞれのフォルダの目的は以下のとおりです。

⑤ クライアント証明書ファイルを、④で作成した

　syncdlフォルダに格納します。

目的

ダウンロードした保証書ファイルを格納

クライアント証明書ファイルを格納

フォルダ名称

out

ｓｙｎｃｄｌ

log 本ツール実行時のログを格納

①一括ダウンロードツールの提供

③一括ダウンロードツールファイル

格納

④フォルダ作成

②ＪＡＶＡのインストール

⑤クライアント証明書ファイル格納
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⑥ 設定ファイルの内容を使用する環境に合わせて

　修正します。

　　『syncdl.ini』（設定ファイル）をメモ帳などの

　テキストエディタで開き、内容の修正（設定）を

　行います（設定内容の詳細は(*3)参照）。

⑦ ダウンロード実行

・手動実行

　コマンドプロンプトを起動し、一括ダウンロードツールの

  ２つのファイルを配置したフォルダに移動します。

　コマンドプロンプトから以下のコマンドを実行します。

　　java -jar syncdl.jar

　コマンドプロンプト実行例は(*6)参照

・Windowsタスクスケジューラによる自動実行

Windowsタスクスケジューラを使用する場合、任意の

　 フォルダ内の『syncdl.jar』（実行ファイル）を指定します。

(*3)『syncdl.ini』（設定ファイル）の設定内容

(*4)　ユーザパスワードは初期パスワードのまま使用しないでください。

　　　Webでログインして初期パスワードを変更した値で使用してください（Step６　A (3) ②参照）。

　　　初期パスワードのまま使用すると実行エラーとなります。

リトライ数

リトライ間隔

log_folder C:/synctool/log 絶対パス指定

C:/synctool/syncdl/クラ
イアント証明書.p12

絶対パス指定

p12_pass CCCC
クライアント証明書ダウ
ンロード時に記載
（Step3.4 (2)参照）

キー文字列 初期値 備考No

9

ユーザパスワード(*4)

出力フォルダ

ログフォルダ

クライアント証明書ファ
イル

クライアント証明書パ
スワード

プロキシ指定(*5)

接続タイムアウト（秒）

5

項目

1

4

ユーザID

サービスURL

2

3

10

11

6

7

8

受信タイムアウト（秒）

retrywaittime_seｃ 3

readtimeout_sec 10

retry 3

12

proxy (無効)DDDD
プロキシ使用時のみ入
力

connectiontimeout_sec 10

https://aw93721c.sei
kocybertime.jp/syncdl

AAAA
本ツール用本部ユー
ザＩＤの値

url

user_pass BBBB
本ツール用本部ユー
ザパスワードの値

user_id

C:/synctool/out 絶対パス指定

p12_file

out_folder

⑦ダウンロード実行

⑥初期設定
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(*5)  プロキシを使用している場合、　#proxy =　の最初の # を削除して値を設定してください。

　　　プロキシを使用していない場合、本項目は初期値の設定のままで使用可能です。

　 例） プロキシ　10.208.0.8：8080　を使用する場合

　　 # プロキシ指定

#proxy = DDDD

# プロキシ指定

proxy = 10.208.0.8:8080

(*6)実行例

通常の例

処理対象なしの場合

エラー出力の例

（８）ログ

一括ダウンロードツールでは以下のログを出力します。

⇒ログの出力先は「(*3)Ｎｏ5」を参照

15 ［ERROR] その他、予期しないエラー

10 ［ERROR] クライアント証明書パスワード不正

9 ［ERROR] クライアント証明書PKCS#12異常

13 ［ERROR] サーバ応答受信エラー（タイムアウトまたは不正データ受信）

14 ［ERROR] ファイル読み込み・書き込みエラー

11 ［ERROR] サーバ接続エラー(TCPまたはSSLレベル)

12 ［ERROR] サーバ応答ステータスエラー（認証エラーやユーザ不適合含む）

設定ファイル数値項目の不正

7 ［ERROR] 設定ファイル指定ファイル/フォルダの不存在

6 ［ERROR] 設定ファイル必須項目未設定

5 ［ERROR] 設定ファイル無し

8 ［ERROR]

4 ［WARN] 通信リトライ時の途中エラー(=最終結果出ないエラー)の出力

3 ［INFO］ ダウンロード完了

2 ［INFO］ ダウンロード[連番][ファイルID]

1 ［INFO］ ダウンロード対象データがありません

No 種類 内容

java -jar syncdl.jar
ダウンロード対象データがありません。

ユーザIDまたはパスワードが違います。
ユーザが営業店です。
org.apache.http.conn.HttpHostConnectException: Connect to xxx failed: Connection timed out:
connect
javax.net.ssl.SSLHandshakeException: Received fatal alert: handshake_failure

java -jar syncdl.jar
ダウンロード開始 [件数]2
ダウンロード [1]16_0001001_000000001_0000000001_001
ダウンロード [2]16_0001001_000000002_0000000001_001
ダウンロード完了

初期値 ：

修正後 ：
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４．利用開始後の各種申請

４．１　追加登録・削除時の申請フロー

営業店の追加（新店舗開設）・削除（統廃合）やユーザＩＤが不要となったこと等に伴い、電子保証書を交付

する営業店、ユーザＩＤについて追加登録・削除が必要な場合は、『電子対象申請シート』および

『追加登録・削除申請書』を作成し協会宛に送付します。

なお、追加登録時は、別途、クライアント証明書のインポート（ＩＤ追加の場合のみ）、テスト送信確認が

必要となります。

★『電子対象申請シート』（追加登録・削除時）記入例★

　　電子対象申請シートには、今回追加・削除対象の本部・営業店情報のみを記入します

　＜追加登録時（新店舗開設や既設営業店にＩＤ追加発行など）のパターン別記入例＞

パターン①：ＩＤ発行営業店を追加登録する場合

パターン②：ＩＤ無し営業店を追加登録する場合

パターン③：登録済の交付対象営業店（ＩＤ無し）をＩＤ発行営業店に変更する場合

（本部・登録済のＩＤ発行済営業店に追加ＩＤを発行する場合も同様）

Ver1.5

　※電子保証書交付対象であることに変動はないため「電子区分」は「"－"（ハイフン）」を設定

　＜削除時（店舗統廃合や不要となった既設営業店のＩＤ削除など）のパターン別記入例＞

パターン④：登録済のＩＤ発行営業店を交付対象外営業店に変更する場合

電子対象
区分

ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス
アップロード通知
メール要否(初期)

削除 削除 14234512301 123 01

電子対象
区分

ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス
アップロード通知
メール要否(初期)

登録 登録 14234500201 002 01 abc23456
○×銀行
新宿支店

002@marubatubank.co.jp 必要

電子対象
区分

ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス
アップロード通知
メール要否(初期)

登録 － 234

電子対象
区分

ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス
アップロード通知
メール要否(初期)

－ 登録 14234512301 123 01 abc45678
○×銀行
横浜支店

123@marubatubank.co.jp 必要
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パターン⑤：登録済の交付対象営業店（ＩＤ無し）を交付対象外営業店に変更する場合

　※ＩＤ発行有無に変動はないためＩＤ区分は「"－"（ハイフン）」を設定

パターン⑥：登録済のＩＤ発行営業店を交付対象営業店（ＩＤ無し）に変更する場合

（複数ＩＤ登録済みの本部・ＩＤ発行営業店の一部ＩＤを削除する場合も同様）

　※電子保証書交付対象であることに変動はないため「電子区分」は「"－"（ハイフン）」を設定

※追加登録・削除の申請に際し、本サービス対象本部・営業店情報を履歴管理するための補助用エクセル

　ツール（※）の提供を希望される場合は、協会担当者にご相談ください。

　（※）今回申請対象の本部・営業店情報と登録済み本部・営業店情報との整合性確認等が可能なツール

＜追加登録・削除申請書イメージ＞

電子保証書交付サービス ① 申請日 2019/4/17

　　

② 金融機関名 ○×銀行 2345

１．申請の区分について

③ 申請区分

④ 申請理由

⑤

申請理由で「その
他」を選択した場合
は、具体的な理由を
ご記入ください

２．申請担当者

⑥ 部署名

⑦ ご担当者名

⑧ ご住所

⑨ お電話番号

⑩ メールアドレス

３．備考

⑪

追加登録

一括ダウンロードツール利用開始

追加登録・削除申請書

XXXX@marubatubank.co.jp

システム管理部

電子　太郎

〒XXX-XXX　東京都○○区○○１－２３－４

XX-XXXX-XXXX

金融機関コード
（金融機関番号）

追加登録 or 削除

新店舗開設 or 店舗統廃合 or ⼀括ダウンロード

ツール利⽤開始 or 同利⽤終了 or その他

参考

電子対象
区分

ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス
アップロード通知
メール要否(初期)

削除 － 234

電子対象
区分

ＩＤ区分 ユーザＩＤ 営業店コード 通番 初期パスワード 初期ユーザ名称 初期メールアドレス
アップロード通知
メール要否(初期)

－ 削除 14234500201 002 01
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４．２　所管部署情報に変更があった時の申請フロー

『利用開始申請書』に記載した所管部署情報（担当者名を除く）に変更があった場合、

『所管部署情報変更申請書』を作成し協会宛に送付します。　

※『電子対象申請シート』の作成は不要

＜所管部署情報変更申請書イメージ＞

電子保証書交付サービス ① 申請日 2019/4/17

② 金融機関名 ○×銀行 2345

１．所管部署について　（本サービスの窓口となる部署）

変更有無

③ 部署名 有り

④ ご担当者名

⑤ ご住所 無し

⑥ お電話番号 無し

⑦ メールアドレス 有り

２．備考

⑧

XX-XXXX-XXXX

XXXX@marubatubank.co.jp

所管部署情報変更申請書

金融機関コード
（金融機関番号）

システム管理部

電子　太郎

〒XXX-XXX　東京都○○区○○１－２３－４

参考
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４．３　本サービスの利用を終了する時の申請フロー

金融機関単位で本サービスの利用を終了する場合、『利用終了申請書』を作成し協会宛に送付します。

※『電子対象申請シート』の作成は不要

※利用終了日の翌営業日以降は、保証書の再交付を含め電子交付は不可

＜利用終了申請書イメージ＞

電子保証書交付サービス ① 申請日 2019/4/17

② 金融機関名 ○×銀行 2345

１．利用終了について

③ 利用終了(予定)日 2019/4/17

④
利用終了理由につ
いて具体的な理由
をご記入ください

※利用終了日の翌営業日以降は、保証書の再交付を含め電子交付は不可となります

２．申請担当者

⑤ 部署名

⑥ ご担当者名

⑦ ご住所

⑧ お電話番号

⑨ メールアドレス

３．備考

⑩

XXXX@marubatubank.co.jp

利用終了申請書

システム管理部

電子　太郎

〒XXX-XXX　東京都○○区○○１－２３－４

XX-XXXX-XXXX

金融機関コード
（金融機関番号）

参考
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４．４　通知メール種類を変更する時の申請フロー

『利用開始申請書』に記載した通知メール種類（保管方式・配布方式）を変更する場合は、

『通知メール種類変更申請書』を作成し協会宛に送付します。

＜通知メール種類変更申請書イメージ＞

電子保証書交付サービス ① 申請日 2019/4/17

　　

② 金融機関名 ○×銀行 2345

１．通知メール種類変更内容について

③ 変更内容

２．申請担当者

④ 部署名

⑤ ご担当者名

⑥ ご住所

⑦ お電話番号

⑧ メールアドレス

３．備考

⑨

通知メール種類変更申請書

金融機関コード
（金融機関番号）

保管方式に変更する

システム管理部

電子　太郎

〒XXX-XXX　東京都○○区○○１－２３－４

XX-XXXX-XXXX

XXXX@marubatubank.co.jp

参考

①配布⽅式に変更する

②保管⽅式に変更する
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４．５　クライアント証明書を無効化する時の申請フロー

クライアント証明書について漏洩・不正使用の恐れがあることが判明した場合は、

クライアント証明書の有効期限内であっても、当該クライアント証明書を無効化する

ことが可能です。

この場合、『クライアント証明書無効化申請書』を作成し協会宛に送付します。

＜クライアント証明書無効化申請書イメージ＞

電子保証書交付サービス ① 申請日 2019/4/17

② 金融機関名 ○×銀行 2345

１．クライアント証明書無効化について

③
無効化理由につい
て具体的な理由を
ご記入ください

２．申請担当者

④ 部署名

⑤ ご担当者名

⑥ ご住所

⑦ お電話番号

⑧ メールアドレス

３．備考

⑨

XX-XXXX-XXXX

XXXX@marubatubank.co.jp

クライアント証明書無効化申請書

金融機関コード
（金融機関番号）

システム管理部

電子　太郎

〒XXX-XXX　東京都○○区○○１－２３－４

参考
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